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１． はじめに

　関西電力(株)で施工している５０万Ｖ送電線用シールド工事のうち「学園豊崎間管路新設工事（第１工

区）」（以下「１工区シールド」という）では、到達部において「同２工区」（以下「２工区シールド」とい

う）と地中接合を行うため２工区シールドの上部に近接（離隔約１ｍ）しての掘進となった。近接施工に当

たり、上下近接トンネルの影響度合いを把握するため２工区セグメントの内面に計測器を設置し、測定を行

った。本報文は、今回の計測により得られた結果とそれに対する考察について報告するものである。

２． 近接工事と計測の概要

　本近接工事は、図－１に示すように先行して設置された２工区シールドの上部に１工区シールドが急曲線

掘進（Ｒ＝５０ｍ）の後、離隔１ｍで並進するものである。特記すべき施工条件は以下のとおりである。

① ２工区シールドの土被りは５０ｍと深く、地下水圧も高い。（５００kpa）

② ２工区シールド周辺地盤は密であるが流動化しやすい洪積砂層である。

③ ２工区シールドの掘進時期は１工区掘進の７ヶ月前である。

断面で行った。計測項目および計器数量を、表－２に示す。　また、近接掘進時の１工区シールドの掘進デ

ータを、表－１に示す。２工区シールドセグメントの計測をＲＣセグメント区間では、№６２３～６４８の

４断面、ＳＴセグメント区間では、№６５８～６８０の３断面で行った。計測項目および計器数量を、表－

２に示す。

３． 計測結果

　２工区シールド６４８Ｒ（ＲＣ区間）における内縁ひずみの経時変化図を、図－２に示す。他の断面経時

変化も６４８Ｒと同様にマシン通過中に多少の変動はあるものの、テール通過後の発生ひずみ量が全体ひず

み量の大半を占め、テール通過後約３日で収束している。近接掘進に伴うセグメント軸力の変化はなく、発

生ひずみをモーメントの変化によるものだけと考えて増加モーメントの分布図作成すると図－３の実線のよ

うになる。

　セグメント目開計は、リング間・ピース間とも変化はなく、セグメントからの漏水もなかった。
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計測項目 計測方法 計器数量

RCｾｸﾞﾒﾝﾄ応力
コンクリートｹﾞｰｼﾞ

による自動計測

4断面×3ﾋﾟｰｽ×3ヶ所

＝36台

RCｾｸﾞﾒﾝﾄ目開
ｶﾝﾁﾚﾊﾞ式変位計
による自動計測

ﾋﾟｰｽ間：4断面×4ヶ所＝16台
ﾘﾝｸﾞ間：4断面×4ヶ所＝16台

STｾｸﾞﾒﾝﾄ応力
溶接型ひずみｹﾞｰｼﾞ
による自動計測

3断面×2ﾋﾟｰｽ×3ヶ所
＝18台

ﾄﾝﾈﾙ鉛直変位 レベル測量 7断面

急曲線部 直線部

地下水圧(kPa)

切羽泥水圧(kPa)

裏込注入圧(kPa)

総推力(k N32,000～34,000 38,000～42,000

平均ｼﾞｬｯｷｽﾋﾟｰﾄﾞ(㎜/min) 25 22

余掘量(㎜) 右側部　100 0

430

510

600～690

表－１　１工区シールド掘進データ

表－２　２工区計測項目一覧表図－１　近接施工概要図



４．実測値から推定される解析手法

　以下のような解析手順で２工区セグメントの増加モーメントを求めると図－３の点線のようになる。

① １工区シールド掘進による地山応力解放率を１０％とする。

② 応力解放部からの距離による低減を考慮し、２工区シールドの作用する除荷重を求める。（図－４参照）

③ 剛性一様なリングに一方向の除荷重が作用したものであると考え、増加モーメントを算出する。

５．考察

今回得られた計測結果より以下のようなことが考えられる。

① 上部新設シールド通過時における施工要素（切羽圧力、マシン推力、裏込注入圧力等）に伴って発生する

既設セグメントのひずみ量は全体的に小さく、テール通過後の発生ひずみ量が大半を占める。

② ひずみ発生時期およびひずみ分布より、既設セグメントの発生ひずみは新設シールド掘削に伴う応力解放

に伴うものであると考えられる。

③ 新設トンネルの応力解放率を１０％として、既設トンネルへの除荷重を算出し、剛性一様なリングに一方

向の除荷重を作用させて求められるモーメントと実測値とは、よく合致する。

６．おわりに

　年々高密度化する地下空間において近接施工は避けることのできない課題である。しかし、近接施工にお

いては施工要素による影響を受けやすく、特定するのが困難である要素も多い。今回得られた計測結果が近

接施工を行う際の事前評価の一助になれば幸いと考える。

実線◇：実測ひずみからのモメント

点線　：推定除荷重からのモメント
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図－２　648Ｒセグメントひずみ経時変化図

図－３　モーメント分布図
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申－４　除荷重申


	kyotsu: 　　土木学会第55回年次学術講演会（平成12年9月）
	No: Ⅵ-21　　


